
[日 時] １０月２６日（木） 19：00～20：45
(18：30～受付)

尼崎市小田南生涯学習プラザ ３階大ホール

  （尼崎市長洲中通１丁目６番１０号）

   ＪＲ尼崎駅南側を線路沿いに東へ徒歩５分

[会 場]

（社団）日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会
関西支部 ２０２３年１０月度月例会

講師 大岡 由佳 （武庫川女子大学 准教授）

精神保健福祉士・社会福祉士
博士（精神保健学）

援助者の体験を通して学ぶ

トラウマインフォームドケア

後援：あまがさき飲酒と健康を考える会

【参加対象】 ASW会員、相談援助業務に携わっている方

【参 加 費 】 ASW会員無料、非会員３００円

【申 込】 裏面をご覧ください（申込締切１０月１９日正午）

【お問合せ】 関西支部事務局 リカバリハウスいちご尼崎（武輪）
☎ ０６-７１７３-６６４２(平日９：００～１７：００)
✉ asw.kansai@gmail.com

先着８０名
（会員優先）

（事前申込制）

主催：（社団）日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会関西支部

～講師からのメッセージ～

今日は、どんな患者さん（ご利用者さん）と接していましたか？その場は、心地いい場でしたか？支援にやりがいがあると
実感できる瞬間でしたか。やるせない想いは伴うことはなかったですか？
私たちの前にお越しになる患者さん（ご利用者さん）は、様々な背景をお持ちです。圧倒されるような成育歴をお持ちの方も
おられます。様々なものを失い、その暗いトンネルの中で身動きがとれなくなっている方もおられるでしょう。
そんな当事者らに寄り添おうと思えば思うほど、私たちが長くかかわる上で、陰性感情が出てきたり、バーンアウトの状況が
強まったり、代理受傷をしてしまうことが知られています。

トラウマインフォームドケア（TIC）とは、トラウマやその影響に関して十分理解し、配慮のある関わりをすることです。
本例会ではそのTICの観点から、援助者のトラウマや傷つきについて考えていきます。トラウマについて、個人が出来ること
もありますが、組織機関として事前の援助者のトラウマや傷つきの予防に取り組むことも大切だと言われています。

ぜひ、様々なお立場の方にご参加いただければと思っております。

mailto:asw.kansai@gmail.com


【注意事項】
※研修参加者は先着８０名の方とさせていただきます
※定員を上回る参加希望があった場合、ASW会員の参加を優先させていただきます
※定員超過等により申込受付ができない方については１０月２０日前後に電話、もしくは
メールにて事務局より連絡差し上げます

（社団）日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会
関西支部 ２０２３年１０月度月例会 参加申し込み票

②FAXでの申し込み

下記項目に申込者の情報を記載し、以下の番号にFAXしてください

０６－４９８０－８０４０（リカバリハウスいちご尼崎あて）

①下記URLもしくはQRコード（Ｇｏｏｇｌｅフォーム）での申し込み

氏 名 職 種 所 属 区 分
（どちらかに〇）

電話番号

会員・非会員

会員・非会員

会員・非会員

会員・非会員

会員・非会員

申込締切１０月１９日（木）正午までに
①②どちらかの方法でお申込みください

https://forms.gle/wkYBrA9MKmh4yYfJ9
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